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お
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し

昭和何年 2IJ

~

昭
和
初
年
度
決
算
は
、
口
月
V

J

定
例
市
議
会
に
上
程
さ
れ、

決

九

ゾ
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
い

一

品
ま
審
議
中
で
す
が
次
に
そ
の
決

~

〉
算
額
の
概
況
を
お
し
ら
せ
し
ま

い

A

す。

八

一
般
会
計
〉

一
般
会
計
決
算
額
で
は、

予
算
総
額

6
億

6
千
引
万
8
千
2
訂
叩
円
に
刈
し

決
算
額
の
歳
入
6
億

5
千
2
丙
拘
万
6

千
刊
円
、
歳
出
6
億

3
千
6
宵
印
万

6

千
4
百
ロ
円
で、

差
引
残
金
1
千
6
百

幻
万

9
千
6
百
回
円
は
翌
年
度
へ
繰
越

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
昭
和
幻
年
度
に
お
い
て
生
じ

た
歳
入
不
足
額
2
百
回
万
回
円
を
昭
和

初
年
度
よ
り
繰
り
あ
げ
充
用
で
補
て
ん

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
加
算
し
ま

す
と
お
年
度
の
実
質
黒
字
は
1
千
8
百

幻
万
9
千
7
百
日
円
と
な
り
ま
す
。

決
算
額
の
総
額
に
対
す
る
款
別
川
合

を
み
ま
す
と
、

グ
ラ
フ

の
よ
う
に
な
り

L
F
e
-

-

ま
す
が
、
歳
入
で
は
市
税
が
引

・
お

%

渇
周
一

と
大
半
を
し
め
て
い
ま
す
。
市
税
の
税

一
目
別
で
は
、
固
定
資
産
税
1
他
7
千
万

一円、

市
民
税
1
億

2
千
3

一
百
辺
万
円
、
た
ば
こ
消
跡
ハ

晶
帆
一
税
2
千
2
百
万
円
、

電
気

4
J
一
ガ
ス
税
1
千
7
百
お
万
円

一
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一歳
出
で
は
、
社
会
及
び
労

一働
施
設
費
、
教
育
費
が
げ

一%
台
を
し
め
て
い
ま
す
。

一
八
特
別
会
計

V

一

特
別
会
計
で
は
、
上
水

一道
、
簡
易
水
道
、下
水
道
、

一
水
族
館
、国
民
健
康
保
険
、

一市
民
会
館
、
土
地
区
間
格

mw一理
費
、

日
雇
労
働

問
詑

一者
就
職
支
度
金
貸

月
均

一
付
の
各
会
計
の
予

刊
仰

一
算
総
額
l
億

2
千

メ

a
，山町
F

.

1

}

-

幻
桶

一
3
百
氏
万
4
午

7

市酬
は
一
百
日
円
に
対
し
、

仰
M
W
一決
算
額
の
歳
入
は

一1億
1
千

7
百
部

一
万
2
千

7
R
M

一円
、
成
出
は

1
位

.
i
l
戸「
、}
4

F
h
J
7
J
1
f

.
1
l
円寸

E
L
-ド
1
1
1J

t

わ
一

千
6
山口
刊
円
で
た

(

一引
残
金
百
市
万

8

-千
川
口
円
と
な
っ

報広市

般会 百十歳 入 決算額

て
い
ま
す
。
し
か
し
一
般
会
計
か
ら
5

;~~\ 7JIJ I 決算削 1:測定書闘に土l
する比 率

ηI f話 335.322.780 92.5 
地方交付税 83.630.000 100.0 

主び主開営産企収業及入 964.503 100.0 

分負担担金及び金 21.070.583 97.2 

手使用数斜及斜F 15.389.沼6 98.0 

国庫支出金 92.493.484 100.0 
県支出金 31.786.483 100.0 
寄付金 8.424.332 8う.7
雑収入 18.004.627 67.5 

憤 45.900.000 100.0 
合計 652.986.078 94.5 

一 般 会 計歳出決算制

日IJ I m:境ー制 I 千~ï乙対
すイ.11:ヰ:

議 .;.~ 四 11.711.ら70 98.0 
w役所的 10').32ち.080 98.5 
泊 jlJi樹 18.052.896 99.2 
ご1.:ス..: '~il( 82.369.858 97.7 
教育樹 110. う86. ら8~ 99.3 

指社1劫会施及設び樹 112.034.919 97.0 

f4dl佐衛生前 7.051.682 38.0 
ilF塾経T奈暫 63.747.667 97.0 

9.230.809 98.2 
地 方打点腕?)( 9.005.52う 99.8 
縦訓淵直樹 601.145 78.7 
a 当さ 型t 2.420.895 90.6 I 
ELと ft可 否制 54.824.766 99.7 
"行支 1.11余 49.643.016 96.4 
(1、1 636.606.412 96.3 

魚津市友道

中部印刷株式会社

人口のうごき

出生 41人

死 亡 34人

婚姻 13組

閥t婚

百
什
万
1
千
7
百
白
円
を
繰
り
入
れ
て

お
り
ま
す
。

額

会 計 別|歳入 |歳 出 差引ム過〉不足
〈額

1: 7Jく f萱 26.098.223 26.514.936 ム 416.713
簡易水道 2.237.465 2.195.415 42.050 
1て ガく 道 2.758.988 2.758.988 一
オく 1炭 館 4.406.674 4.406.674 一
市 民 会館 4.926.884 4.926.894 一
土地区画整理担 3.255.185 2.063.918 1.191.267 
国民健康保険 74.0号9.'32573.167.818 891.507 

算決計会J.l1J 特

復火

輿災

納

期

固
定
資
産
税
・
保
険
税

4
期
の

は

3
月

1
日

固
定
資
産
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

税
第
4
期
分
の
納
期
は

3
月

1
日
で

す
。
お
手
も
と
に
届
け
て
あ
る
納
付
書

に
よ
っ
て
近
く
の
市
金
庫
へ

お
忘
れ
な

く
納
め
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
で
昭
和
ぬ
年
度
に
納
め
る
税
金

は
全
部
終
る
わ
け
で
す
が
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
の
方
は
、

納
期
内
に
完
納
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
遅
れ
る
と
延
滞
金
な
ど

余

分

な

負

担

し
か
し
、
な
か
に
は
期
限
に
遅
れ
た

た
め
延
滞
金
な
ど
余
分
な
負
担
を
さ
れ

て
い
る
方
も
あ
り
ま
す
。
延
滞
金
は
、

納
期
限
の
翌
日
か
ら
税
金
完
納
の
日
ま

で
の
日
数
に
応
じ
税
傾
百
円

ハ
百
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
切
り
捨
て

る
)
に
つ
き
、

-
H
4
銭

(
督
促
状
を

発
す
る
前
の
期
間
ま
た
は
替
促
状
を
発

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
川
日
を
経
過
し

た
日
以
前
の
期
間
に
つ
い
て
は
1
日
2

銭
〉
の
割
合
で
計
算
し
た
額
を
徴
収
す

る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

あ
な
た
は
こ
ん
な
余
八
げ
な
金
額
を
納

西
部
中
の
増
改
築
工
事

西
部
中
学
校
の
増
改
築
は
、
継
続
工

事
と
し
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
3
階
建

の
校
含
を
昭
和
初
年
か
ら
す
す
め
て
き

ま
し
た。

昭
和
犯
年
度
は
、
去
る
8
月
か
ら
前

側
旧
校
舎
を
と
り
こ
わ
し
、

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

3
階
建
、
紙
面
積
1
千
6
百

川
平
方
メ
ー
ト
ル
に
普
通
教
室
ロ
、
便

所
3
を
建
設
中
で
し
た
が
、
3
月
上
旬

に
完
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

工
事
費
は

3
千
6
行
幻
万
円
で、

4

月
か
ら
は
こ
の
新
し
い
教
事
一
で
学
習
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(
写
真

H
4
期
工
市
の
完
成
間
近
い

西
中
校
舎
)

土
地
区
画
整
理
審
議
会

委
員
選
挙
は
3
月
包
日

火
災
復
興
土
地
区
画
撚
則
審
議
会
委

員
の
任
期

(5
年
〉
は
、
こ
の
3
月
に

満
7
し
ま
す
の
で
、
そ
の
選
挙
が

3
月

幻
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
審
議
会
は
、
土
地
広
岡
牧
引
事

業
に
よ
る
仮
換
地
の
指
定
得
、
施
行
者

で
あ
る
市
民
の
諮
問
機
関
と
し
て
直
前広

な
任
務
を
果
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
行
わ
れ
る
換
地
計
画
に
お
け
る
土

地
詐
州
な
ら
び
に
消
算
金
の
徴
収
、
交

付
な
ど
い
っ
そ
う
章
一裂
な
問
題
に
つ
い

て
、
み
な
さ
ん
の
代
表
と
し
て
、
市
長

の
相
談
柑
手
と
な
り
市
似
し
て

い
た
だ

か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
お
り

ま
す
。
そ
し
て

1
H
も
早
く
挽
地
処
分

を
終
え
、
新
し
い
町
界
町
名
に

よ
り

土
地
の
登
記
を
な
し
、

こ
の
事
業
の
し

め
く
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

J
U
 

，A
 こ
の
評
議
会
委

の
定
数
は
同
名
で

で

す

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
い
ま
の

う
ち
に
ぜ
ひ
納
税
の
準
備
を
し
て
、

3

月
1
日
と
い
わ
ず
忘
れ
ぬ
う
ち
に
平
目

に
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
す
で
に
納
期
の
過
ぎ
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
ら
こ
れ
も
い
っ
し
ょ

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

八
延
滞
金
の
計
算
例

V

例
え
ば
市
県
民
税
第
1
期
分
の
税
額

5
千
円
を
昭
和
刊
年

3
月
間
日
完
納
し

た
場
合
の
延
滞
金
の
計
算
例
は
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。
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知
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の
強
日
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(mm
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鋭

司
ム

発

付

の

日

4
九

H

一

(
m
w

・7
・m
)

X

3

-

3

円

ま

叩一

を
発
し
た
日
か
ら

∞

U

/

一

cm日
を
経
過
し

心

な

mm
・
7
・叩
)

の

と

¥

一経
過
し
た
日
の

勝
一

一・
7
・引
〕

a斗
-

田
一
日
-
n
3
-

内

4
-
2
fト
納
付
の
目

。ω
・
3
・
川

し
い
記
帳
が
経
営
の
基
盤
で
あ
り
、
経

川

営
の
指
針
と
な
っ
て
企
業
の
繁
栄
が
期

川

せ
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
青
色
申
告

川

の
税
制
上
の
特
典
を
利
用
す
る
こ
と
に
川

よ
っ
て
節
税
も
で
き
ま
ず
か
ら
ぜ
ひ
青

川

色
申
告
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

川

な
お
申
請
書
の
提
出
期
限
は

3
月
印

刷

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(
魚
津
税
務
署
〉

横

枕

に

補
助
水
源
地
で
き
る
…

渇
水
期
に
お
け
る
上
水
道
の
水
不
足

川

を
な
く
す
た
め
、
片
貝
川
左
岸
東
山
橋

川

付
近
に
去
る
6
月
か
ら
補
助
水
源
の
さ

川

く
井
を
急
い
で
い
ま
し
た
が
、
ロ
月
下

川

句
に
総
工
事
費
7
百
印
万
円
で
で
き
あ

川

が
り
ま
し
た。

川

こ
の
補
助
水
源
は
、
内
径
印
セ
ン
チ

川

メ
ー
ト
ル
の
鋼
管
を
叩
メ
ー
ト
ル
'
ま
で

川

打
ち
こ
み
、

1
日
に
7
千
5
百
立
方
メ

'川

l

ト
ル
の
水
を
揚
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
川

す
。
ま
た
横
枕
滅
菌
室
で
遠
隔
操
作
で

川

き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
将

川

来
は
印
回
配
水
地
の
水
位
の
高
低
に
よ

川

り
自
動
的
に
ポ
ン
プ
の
運
転
、
停
止
が

川

で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

川

(写
真
H
横
枕
補
助
水
源
地
の
ポ
ン

川

プ
室
)

川

源
泉
徴
収
税
額
の
還
付
を
受
け
る
方
へ

確
定
申
告
書
の
提
出
は
早
目
に

マ:・
こ
と
し
も
所
得
税
の
確
定
申
告
の

時
期

(
2
月
同
日

i
3月
日
日
)
に

な
り
ま
し
た
。
源
泉
徴
収
税
績
の
還

付
を
早
め
に
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
方

は、

2
月
却
日
ご
ろ
ま
で
に
確
定
申

告
書
を
提
出
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め

し
ま
す
。

マ・
:
医
療
費
の
明
細
、

生
命
保
険
料
の

支
払
明
細
(
一

契
約
の
支
払
保
険
料

が
9
千
円
以
上
の
場
合
は
-証
明
書
添

付
)
損
害
保
険
料
の
支
払
証
明
書
、

配
当
金
の
明
細
、
瀕
泉
徴
収
票

(支

払
者
の
認
印
の
あ
る
も
の
〉
な
ど
の

添
付
も
れ
や
記
載
も
れ
が
な
い
か
よ

く
確
か
め
て
か
ら
提
出
し
て
く
だ
さ

贈
与
税
の
申
告
と
納
税

贈
与
税
の
申
告
期
限
は
3
月
1
日
ま

で
で
す
か
ら
お
忘
れ
な
く
申
告
と
納
税

を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
は
、

昨
年
1
年
間
に
贈
与
を
受
け
た
財
産
ま

た
は
受
け
た
利
益
の
価
格
の
合
計
額
が

何
万
円
を
超
え
る
方
で
す
。

青
色
申
告
で
節
税
を

「
正
し
い
記
帳
な
く
し
て
経
営
の
合

理
化
な
し
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
正

う
ち
2
人
は
学
識
経
験
を
有
す
る
も
の

の
中
か
ら
市
長
が
選
任
し
ま
す
の
で
、

選
挙
さ
れ
る
委
員
は
は
名
と
な
る
わ
け

で
す
。
選
挙
の
日
程
は
次
の
と
お
り
。

マ
選
挙
期
日
の
公
告

1
月
m
H

マ
選
挙
人
名
簿
作
成
期
日

2
月
9
日

マ
選
挙
人
名
簿
縦
覧
期
間
、
名
簿
に
対

す
る
異
議
申
立
期
間

2
月
同
日
か
ら
2
月
幻
日
ま
で

マ
選
挙
人
名
簿
確
定
公
告
、
選
挙
す
べ

き
所
有
者
借
地
権
者
委
員
数
の
公
告

立
候
補
交
付
開
始

3
パ
6
日

マ
立
候
補
問
締
切

3
刀
同
日

マ
立
候
補
者
の
公
告

3
バ
川
口

マ
投

.m日
(川
日
開
烈
)

3
パ
刀
日

E理E盟圃-冨E

婦
人
学
級
ひ
ら
く

婦
人
の
教
養
を
た
か
め
る
目

的
で
、
財
入
学
級
を
ひ
ら
い
て

い
ま
す
が
、
学
級
別
の
日
程
は

次
の
と
お
り
で
す
。

〈
魚
津
〉

2
月
7
日
H

「
現

代
の
宗
教
」

引
日
H

「成

人
病
に
つ
い
て
」

3
月
1

日
H
成

人

病

食

7
日
H

「
よ
い
食
事
」

〈
住
吉
V

2
月
8
・
9
日
日

「
住

宅
に
つ
い
て
」

お
日
H

「
出
稼

家
庭
に
お
け
る
子
供
の
教
育
」

3
月
3
日
H

「
交
通
道
徳
法
」

八
上
中
島

V

2
月
6
日
日

「
家
庭

教
育
に
つ
い
て
」

加

日

H
料
理

講
河

八
卜
一野
方

V

2
月
6
日
日

「
ア
メ

リ
カ
の
婦
人
罰
動
」

「青
少
年
約

育
」

口
U
H
手
芸
、
料
理
講
期日

目
H
H
「
農
業
の
ピ
ジ
ョ

ン
」

「
背
少
年
問
題
」
円
日
H

「水

稲
奨
励
品
種
と
施
肥
傑
準
に
つ
い

て
」
「
環
境
衛
生
に
つ
い
て
」

m
H
H
「稲
作
物
は
ど
こ

で
手
を

省
く
か
」

「
農
業
の
展
認
」

八
木
江

V

2
月
9
日
H

「
交
通
法

規
」

行
日
H
政
治
学
習
辺
日

H

「物
倒
は
な
ぜ
高
い
」

3
月

6
日
H

「
宗
激
と
講
話
」

八
片
貝

V

2
月
間
日
H
農
業
講
座

m日
H
「
良
い
主
婦
の
座」

八
加
積

V

2
月
7
日
H
政
治
学
習

日
日
日
「
父
兄
と
学
校
の
つ
な
が

り
」

却
日
日
保
健
衛
生
講
座

八
経
川

V

2
月
8
日
日
「
子
供
の

心
理
に
つ
い
て
」
叩
日
日

「成

人
病
食
に
つ

い
て
」
ロ
日
H
「明

る
い
家
庭
」

八
天
神
V

3

月
3
日
H

「
人
間
と

宗
教
に
つ
い
て
」

八
四
布
施

V

2
月
げ
回
目
文
化
講

座奨
学
資
金
の
申
込
み

3
月
刊
日
ま
で

市
で
は
、
高
校
あ
る
い
は
大
学
へ

入
学
さ
れ
る
方
の
う
ち
、
経
済
的
な

理
由
に
よ
っ
て
、

修
学
が
困
難
で
、

し
か
も
成
績
が
優
秀
な
者
に
対
し
て

奨
学
資
金
を
貸
与
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
次
の
よ
う
に
資
金
の
貸
付
を

行
い
ま
す
か
ら
希
望
者
は
市
教
育
委

員
会
へ

3
月
日
日
ま
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
高
校

へ
入
学
予
定

者
は
在
学
し
て
い
る
中
学
校
長
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
奨
学
資
公
は
次
に
該
当
す
る
も
の

に
貸
与
し
ま
す
。

・
市
内
に
日
住
す
る
も
の
。

・
学
資
の
支
弁
が
困
難
で
あ
あ
も
の
0

・
身
体
強
催
、
品
行
方
正
で
あ
っ
て

学
業
成
績
が
優
秀
で
あ
る
こ
と
0

.
在
学
し
て
い
る
学
校
長
の
推
せ
ん

が
あ
る
こ
と
。

し
い
た
け
の

ほ
だ
木
を
あ
っ
旋

-
門前
山
県
奨
学
資
金
、
日
木
育
英
会
、

母
子
伺
祉
資
金
、
そ
の
他
こ
れ
に
単

ず
る
学
資
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
も

の
に
は
、
資
金
の
貸
与
を
受
け
る
こ

と
が

で
き
ま
せ
ん
。

マ
貸
与
の
額

・
大

学

月

額

3
千
円

・
荷
校

月
額
1
千
円

農
業
セ
ン
タ
ー
生
活
教
室

山一以来
セ
ン
タ

ー
で
は
、
山
政
漁
村
に
お

け
る
生
活
改
善
の一

助
と
し
て
、
生
活

教
室
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

第
l
凶
と
し
て
次
の
よ
う
に
、
日
常
食

の
料
迎
講
刊
を
行
い
ま
ず
か
ら
、
近
所

の
方
お
さ
そ
い
合
せ
の
う
え
多
数
参
加

く
だ
さ
い
と

と
、
き

2
月
日
日

(
月
)

午
前
9
時
叩
分
j
午
校
2

時

と

こ

ろ

農
業
セ
ン

タ
ー

会

資

無

料

(
当
日
中
食
は

い
り
ま
せ
ん
〉

森
林
組
合
で
は
、

今
年
も
し
い
た
け

の
ほ
だ
木
を
あ
っ
旋
し
て
お
り
ま
す
。

購
入
を
希
恕
さ
れ
る
方
は
、

2
月
山
日

ま
で
市
役
所
長
株
課
内
森
林
組
合
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
ほ
だ
木

一
本
の
価

格
は
加
刊
の
予
定
で
、
4
月
下
旬
に
問

布
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
ス
キ
!
大
会

2
月
幻
日
大
佐
官
で

第
5
田
市
民
ス

キ
1
大
会
は
?
月
引

日
大
作
ス
キ
l

場
で
行
い
ま
す
。
参
加

資
格
は
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る

も
の
で
あ
れ
ば
誰
で
も
出
場

で
き

ま

す
。
お
友
だ
ち
さ
そ
い
合
せ
て
参
加
く

だ
さ
い
a

マ
競
技
種
別
お
よ
び
稲
悶

.
個
人
小
学
校
H
滑
降
競
技
、
小
学
校
H
滑

降
回
転
競
技

高

校

一
般
H
大
回
転

競
技
壮
年
(
刊
才
以
上
〉

日
大
回

転
競
技

ス
キ
1

ク
ラ
プ
会
員
日
大

回
転
競
技

・
団
体
滑
降
回
転
競
技
、
距
搬
競
技
、

リ
レ

ー
競
技

マ
申
込
み

大
会
当
日
午
前
8
時
叩
分

ー

9
時
初
分
ま
で
会
場
で
受
け
つ
け

ま
す
。

く
わ
し
い

こ
と
は
数
育
委
員
会
へ
お

川
合
せ
く
だ
さ
い
。

第

4
次
自
衛
官
募
集

マ
郡
日
日
2
等
陸
海
空
士

マ
資
粕
H
m川
才
以
上
お
才
未
満
の
男
子

マ
試
験
日
中
学
卒
業
程
度
の
筆
記
試
験

マ
申
込
期
日
日

3
月
末
日

く
わ
し
い
こ
と
は
市
民
柑
談
室
へ
口



(2) 

み
ん
な
で
町
を
、
き
れ
い
に

…国
…民
一年
…金
…だ
…よ
…り
…

ししらる道 ょう
よ、、人路なうお
う滑こを、お。五
。潔の厳海、 い
でよ重 、今 に
住うに空後 公
みな取地、 衆
よこりな河 道
いと締ど川 徳
町のまに、 を
になりゴ水 ま
、ぃ主ミ路 も
たよみを、 り
しうす捨溝 ま
まにかて 、 し

可 可
さこたさいま国保に 農学そいくすなきのとる定か成成
いとたいなだ民険加林校の。市 U ら、年しこめら人人
。もめ。い 12年料入漁激 他(役未な国金てとらりにに
あに保方月金はし業職国厚所加い民に、にれつなな
り年険は分に早て団員家 生市入こ年加固なたばらら
ま金料 、ま加くい体 、、 年民のと金入民り権なれれ
すがを早で入納る職公 地金課方ににし年ま利社たた
のも納く保し入方員共方法へはな加て金すや会みみ
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惹 くなて納方 ま済職、保くだおけをりの 果 てはへ
くなかくめで す組員 私険だけりれの 、ーさ法こ
だるつだて、 〉合、立法さ早まばぞ他つれのれ

ゴ

ミ

は

衛

生

的

な

容

器

に

(昭和問9月13日)
第3種郵便物認可ノ

昨
年
ロ
月
に
プ

ミ
焼
却
場
が
で
き
、

ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
て
は
心
院
が
な
く

な
り
ま
し
た
。
現
在
焼
却
炉
は
順
調
に

燃
え
、
ゴ

ミ
が
不
足
が
ち
の
状
態
で、

台
所
か
ら
で
る
厨
芥
、
ぬ
れ
た
ゴ
ミ
で

も
全
部
焼
却
で
き
ま
す
。
今
ま
で
の
よ

う
に
ゴ

ミ
を
捨
て
る
悪
い
習
慣
を
や

め、

各
ご
家
庭
で
は
衛
生
的
な
ゴ
ミ
容

器
に
い
れ
、
ゴ
ミ
の
問
実
日
に
は
近
所

の
も
の
叩
ケ
程
度
を
一
ケ
所
に
集
め
て

お
い
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

こ
と
し
は
ゴ

ミ
の
問
題
を
根
本
的
に

解
決
す
る
た
め
、
木
や
コ

ン
ク
リ
ー
ト

製
の
ゴ
ミ
箱
を
廃
止
し
、

3
月
か
ら
市

清
掃
条
例
に
定
め
た
ゴ
ミ
符
器
に
入
れ

た
ゴ
ミ
だ
け
し
か
収
集
し
な
いr
こ
ど
に

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
週
2
回
の
定
期

収
集
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
の
で
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
ぜ
従
来
の
ゴ
ミ
箱
を
廃
止
す
る
の

か
と
い
い
ま
す
と
、
昨
年
7
月
市
清
掃

条
例
で
ゴ
ミ
容
器
を
き
め
ま
し
た
が
、

こ
の
容
器
は
、

美
観
を
害
す
る
こ
と
な

く、

完
全
な
ふ
た
が
あ
り
、
雨
水
の
入

ら
な
い
、
そ
し
て
犬
、
ね
こ
等
の
た
め

ふ
た
が
は
ず
れ
な
い
、
し
か
も
収
集
、

運
搬
に
便
利
な
構
造
の
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
つ
ま
り
収
集
作
業
の
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
を
は
か
る
と
と
も
に
予
防

衛
生
に
重
点
を
お
い
た
も
の
を
使
っ
て

い
た
だ
き
た
い
わ
け
で
す
。

。

昨
年
、
歩
行
者
の
ゴ
ミ
の
処
理
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
街
地
の
道

路
に
ア
ル
マ
イ
ト
製
の
ゴ
ミ
容
黙
を
百

別
個
備
え
ま
し
た
が
、
こ
の
容
器
に
個

人
の
ゴ
ミ
を
入
れ
て
い
る
方
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
悪
用
は
、
外
来
者
か

ら
市
民
全
部
が
公
徳
心
の
な
い
よ
う
に

み
ら
れ
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
の
な
い
よ

報広市津魚日発行昭和何年 2月 1(第222号)

あ
る
地
主
の
小
作
地
の
耕
作
者

が
死
亡
し
、
そ
の
相
続
人
が
自

ら
耕
作
し
な
い
で
第
三
者
に
耕
作
さ

せ
て
い
た
と
こ
ろ
、
相
続
人
が
死
亡

し
ま
し
た
。
相
続
人
の
妹
が
耕
作
権

の
遺
産
相
続
権
が
あ
る
と
し
て
、
地

主
に
耕
作
権
の
買
い
も
ど
し
を
請
求

し
ま
し
た
。
請
求
人
は
他
町
村
に
在

住
し
て
い
て
耕
作
不
能
で
す
。
果
し

て
相
続
権
が
あ
る
か
ど
う
か
。
耕
作

権
の
相
続
が
成
立
し
た
と
し
て
も
耕

作
権
の
買
い
も
ど
し
を
請
求
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。

ハ一

農
民〉

問

H
ゴ
ミ
容
器
は
衛
生
的
な
も
の
で
H

力

追

放

は

市

民

総

ぐ

る

み

で

ー

委

員

会

を

結

成

|

暴
暴
力
追
放
委
員
会
の
結
成
大
会
は
、

お
日
市
民
会
館
で
、
市
内
各
種
団
体
の

代
表
者
約
百
叩
名
が
参
加
し
て
ひ
ら
か

れ
ま
し
た
。

暴
力
の
追
放
は
、
国
の
重
要
な
施
策

で
あ
り
、
市
民
の
念
願
と
す
る
と
こ
ろ

で
あ
D
ま
ず
。
こ
の
気
運
は
日
ご
と
に
高

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
暴
力
団
に
よ

る
公
共
施
設
の
利
用
を
排
し
、
よ
り
市

民
の
認
識
と
関
心
が
深
め
ら
れ
て
い
る

機
会
に
、
さ
ら
に
こ
の
主
旨
を
徹
底
し

①

耕
作
権
の
相
続
で
す
が、

耕
作
権
は
権
利
の
性
格
上
、
自

ら
耕
作
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
も

の
の
み
相
続
さ
れ
る
も
の
で
、

普
通

財
産
権
の
遺
産
相
続
人
で
あ
っ
て

答
耕

作

権

の

相

続

わ

本
山
γ

i

-

に
つ
い
て
:
:
:
干
並

列

j

-

も
、
耕
作
不
能
者
は
相
続
資
格
が
な

い
と
解
さ
れ
ま
す
。

②

耕
作
権
に
対
す
る
補
償
で
す

が
、
地
主
か
ら
耕
作
権
者
ま
た
は
そ

の
相
続
人
に
対
し
、
そ
の
意
志
に
反

し
て
耕
作
権
を
放
棄
さ
せ
る
場
合
の

よ
っ
て
暴
力
組
織
を
嬢
滅
さ
せ
、

暴
力

の
な
い
魚
津
市
を
建
設
し
よ
う
と
こ
の

委
員
会
の
設
立
と
な
っ
た
も
の
で
す。

大
会
は
、
ま
ず
設
立
趣
旨
、
経
過
の

説
明
の
あ
と
、
市
長
な
ら
び
に
警
察
署

長
の
挨
拶
が
あ
り
、
規
約
を
審
議
し
、

役
員
を
選
出
、
ま
た
暴
力
追
放
促
進
員

を
お
く
こ
と
を
き
め
、
決
議
文
を
読
み

あ
げ
、
暴
力
追
放
に
た
ち
あ
が
る
決
意

を
固
め
ま
し
た
。

八
決
議
文

V

損
害
賠
償
と
し
て
の
み
成
立
す
る
も

の
で
、

耕
作
者
は
自
分
の
都
合
で
耕

作
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
地
主
に

補
償
を
請
求
す
る
権
利
は
あ
り
ま
せ

ん
。
①
耕
作
権
の
転
貸
は
、
耕
作
者
は

地
主
の
承
諾
が
な
け
れ
ば
そ
の
権
利

を
転
貸
で
き
な
い
の
で
、
地
主
の
意

志
に
反
し
て
転
貸
し
た
場
合
、
契
約

を
解
除
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
転
貸
を
黙
認
し
て
、
異

議
の
申
立
も
し
な
い
で
放
置
し
て
い

た
場
合
、
契
約
を
解
除
し
て
転
借
入

の
権
利
を
な
く
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ

り
ま
す
。

国
民
の
死
亡
原
因
を
み
ま
す
と
、
成

人
病
と
い
わ
れ
る
脳
卒
中
、
ガ
ン
、
心

臓
病
が
上
位
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
の
方
が
中
年
以
上
の
方
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
医
学
も
成
人
病
に
力
が
注

が
れ
る
わ
け
で
す
が
、
私
た
ち
の
生
活

も
成
人
病
に
な
ら
な
い
よ
う
規
則
正
し

い
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

成
人
病
全
般
に
い
え
る
こ
と
は
、
規

則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
、
運
動
不

足
に
な
ら
な

い
U
グ

適

度

成

人

病

食

講

習

と

な
運
動
を
す

る
こ
と
、
定

期
的
に
健
康

診
断
を
う
け
る
こ
と
、
体
に
ち
ょ
っ
と

で
も
異
状
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
手
当
を
す

る
こ
と
な
ど
が
成
人
病
を
防
ぐ
う
え
に

大
切
な
こ
と
で
す
。

そ
の
対
策
と
し
て
成
人
病
食
の
講
習

と
お
才
か
ら
日
才
ま
で
の
方
を
対
象
に

成
人
病
検
診

(
診
察
、
血
圧
測
定
、

尿

検
査
な
ど
〉
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た

が、

2
月
の
日
程
は
次
の
と
お
り
。

成
人
病
食
講
習
ま
た
は
衛
生
講
座

校
下

場
所

講

習

日

天

神

小

学

校

2
n
9
日

経

回

連

絡

所

川

日

暴
力
は
、
平
和
な
生
活
を
希
求
す
る

市
民
の
脅
威
で
あ
る
。
し
か
る
に
、

こ
の
暴
力
は
組
織
と
幅
と
深
さ
と
を

も
っ

て
社
会
の
各
層
に
根
ざ
し
、
市

民
生
活
に
暗
影
を
投
げ
て
い
る
こ
と

は
遺
憾
に
耐
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は

法
治
国
民
と
し
て
こ
の
よ
う
な
無
法

な
存
在
を
許
す
こ
と
は
で
き
ず
、
い

わ
ん
や
こ
れ
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る

不
安
は
断
乎
と
し
て
排
除
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
明
る
い
平
和

を
も
と
む
る
市
民
と
し
て
つ
ぎ
の
こ

と
を
決
議
す
る
。

・
暴
力
を
お
そ
れ
ず
暴
力
に
ひ
る
ま
ず

敢
然
と
し
て
こ
れ
に
対
決
す
る
。

・
暴
力
の
資
金
は
名
目
の
い
か
ん
に
か

か
わ
ら
ず
一
切
こ
れ
を
拒
否
す
る

・
暴
力
か
ら
青
少
年
を
守
る
。

・
暴
力
を
監
視
し
取
締
当
局
に
積
極
的

に
協
力
す
る
。

・
暴
力
団
員
の
更
主
に
努
力
す
る
。

八
役
員

V

委
員
長

u高
野
宗
雄
(
市
長
〉
副
委

員
長
H
伊
東
直
二
(
議
長
〉
清
原
政

之
介
ハ
署
長
)
理
事
H
河
崎
浅
之
助

(
市
議
会
)
清
河
七
良
(
市
役
所
〉

華
蔵
閤
行
亮
、
山
木
允
彦
(
教
委
〉

松
井
吉
次
(
瞥
察
署
)
安
田
倫
蔵
(
防

犯
協
会
〉
広
川
親
義

ハ
報
道
関
係
)

吉
田
久
松
、
関
口
善
憲

(
商
工
会
議

所
〉
野
沢
幸
昭
、

寺
崎
明
博
ハ
市
連

青
)
浜
多
由
利
(
市
連
婦
〉
寺
田
桂

蔵

(
魚
津
高
)
浅
尾
久
矩

(
商
庖
連

盟
)
梅
原
普
苗

(
保
護
司
会
)
戸
島

憲
次
、
山
旗
智
熊
雄
ハ
料
飲
業
組
合
)

監
事
H
関
口
弥
一
ハ
消
防
団
)
川
原

田
芳
雄
ハ
防
犯
協
会
)

上

中

島

小

学

校

辺

日

松
倉

小
学
校

3
n
3
日

な
お
大
町
、
村
木
、
道
下
、

本
江
、

住
吉
校
下
は
、
3
月
!
日
市
民
会
館

で
行
う
予
定
で
す
。

時
間
は
各
会
場
と
も
午
後

1
時
か
ら

3
時
ま
で
で
す
。

成
人
病
検
診

八
経
団

V

2
月
1
日、

3
日
、
5
日

9
日
の
4
日

間
、
午
後
1

時
か
ら
3
時

ま
で
経
回
連

絡
所
で
行
い

検

ユ人
rr? 

ま
す
。

八
魚
津

V

2
月
日
日
、
日
目
、
げ
日

同
日
の

4
日
間
、
午
後
1
時
か
ら
3

時
ま
で
諏
訪
町
大
泉
寺
で
行
な
い
ま

す
。
こ
の
検
診
は
、
上
野
方、

上
中
品
、

経
由
、
魚
津
地
区
の
方
約
2
千
人
を

対
象
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
検
診

の
結
果
、
高
血
圧
者
に
対
し
て

「
健

康
手
帳
」
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の

「

手
帳
」
を
医
師
に
提
示
す
れ
ば
、
無

料
で

2
回
血
圧
測
定
を
し
て
も
ら
え

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

無
事
故
地
帯
を
指
定

マ
・:
交
通
対
策
協
議
会
な
ど
で
は
、
交

通
事
故
の
な
い
都
市
の
確
立
を
め
ざ

し
、
こ
の
ほ
ど
市
内
で
も
交
通
量
の

多
い
警
察
署
前
十
字
路
、
田
方
町
十

字
路
、
上
村
木
十
字
路
、
中
央
通
り

十
字
路
一
帯
を
「
無
事
故
指
定
地
帯
」

に
し
ま
し
た
。

こ
の
地
帯
に
は
立
看
板
を
8
枚
た
て

て
運
転
者
に
も
歩
行
者
に
も
、

事
故

を
な
く
す
よ
う
注
意
を
う
な
が
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

毎
月
叩
日
は
事
故
を
な
く
す
日

せ
め
て
こ
の
日
だ
け
で
も
交
通
事
故

を
な
く
す
る
よ
う
お
互
い
が
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
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2
万
2
百
初
円
カ
ト
リ
ッ
ク
協
会
付

属
ボ
ー

イ
ス

カ
ウ
ト
魚
樟
第
3
団

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
富
山
第
1
団

1
万
円

住

吉

中

山

正

旺

家

門

幸

一、

伊
藤
ょ
う
子

(
亡
母
ま
つ
殿
の
遺
志
に
よ
る
)

9
千
7
百
5
円

5
千

円

神

明

町

五

十

井

ひ

き

子

新

川

勤

労

者

音

楽

協
議
会

(
亡
夫
憲
治
殿
の
遺
志
に
よ
る
〉

4
千
百
刊
円
北
陸
電
力
K
K

5
千

円

大

町

浦

本

良

作

魚

津

営

業

所

長

藤

井

英
夫

ハ
亡
母
千
代
殿
の
遺
志
に
よ
る
)

2

千
2
百
お
円

5
千
円

新

町

中

村

豊

隆

道

下

校

下

青
年
回

一
同

ハ亡
宗

一
殿
の
遺
志
に
よ
る
〉

2
千
2
円

住
吉
校
下
青
年
団
長

5
千

円

横

枕

城

山

富

貴

子

常

楽

敏

夫

(
亡
夫
稔
殿
の
遺
志
に
よ
る
〉

2
千
円
大
愛
メ
リ
ヤ
ス
内

5
千

円

北

海

道

中

標

津

町

民

社

育

連

北
村
作
之
助
方
島
崎
嘉
四
郎

1
千

円

労

災

病

院

内

野

村

定

子

ハ
亡
父
の
切
回
忌
法
要
の
志
〉

8
百
叩

円

大

町

校

下

青
年
団
員

1
万

円

魚

津

神

職

会

2
百

円

岡

町

慶
野
重
次
郎

1
千
2
百
お
円

本
江

中

村

文

|
I
l
l
i
-
-
-
li
l
i
-

-

7
百
円

村

木

三

田

村

新

作

一

・

l
a
i
E
'
'
i
'
'
E
E
l
s
E
E
E
i
，J
o

U

1

7
円
、
加
組
H
臼
円
、
切
組

4
百

円

真

成

寺
町

五

光

ホ
l

w

一一

市
民
会
館
の
結
婚
式
場
の
利
用

一

口
削
恥
7

3
百
m
m
円
浜
経
団
高
瀬
光
枝
一
一
は
毎
年
ふ
え
て
い
ま
す
が
、
会
館

一
マ
蕊

あ
の
料
理

3
百
円

西

部

中

3
年

匿

名

一

一
で
は
み
な
さ
ん
の
ご
要
望
も
あ
り

一

料
理
は
い
ま
ま
で

一
定
の
料
金
に
制

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て
一
一

奉
仕
の
や
り
方
に
つ
い
て
一
部
改

・

良
し
て

、
ま
し
た
が
、
2
月
か
ら
は

一一
善
し
ま
し
た
の
で
、
結
婚
式
の
時

一

日

L

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
e

一
'

岡

弘
の
よ
う
な
区
分
に
よ
っ
て
、
ご
希

八
北
海
道
冷
害
農
民
救
済
義
援
金

V

一…
聞
や
料
理
、
招
待
状
な
ど
に
つ
い

一

塁
こ
い
ふ
じ
た
も
の
を
選
ん
で
い
た
だ

2
千
3
百
閃
円

本
江
校
下
青
年
団
一

f
vい似
は
怜
い
lMHル
は
け
い
'
1
1一

代
U
U
に
な
り
ま
し
た
。

代
表
只
石
吉
範
一

マ
挙
式
時
間

・
和
食

ー
千
3
百
円
魚
津
高
校
定
時
制
初
年

一

第

1
回
H
午
前
9
時

2
四
日
午
前

八

松
V
H
さ
し
み
、
す
も
の
、

折
詰
付

度
卒
業
生

広

瀬

幸

政

一

叩
時
初
分

3
回
目
午
後
口

で
5
百

円

八

竹

V
H
さ
し
み
、

3
百

円

岡

町

慶

野

重
次
郎

一

時

4
同
日
午
後
1
時

努

内

す
も
の
、
あ
つ
も
の
、
折
箱
(中
)

八
歳
末
た
す
け
あ
い
寄
付

V

一

5
回
日
午
後

3
時

6
回
目

ぞ℃

付
で

8
百
円

〈

梅
V
H
さ
し
み

午
後

4
後
初
分

7
四
日
午

一

場
汚

す
も
の
、
あ
つ
も
の
、
洋
風
料
理

後

6
時

館

、
F

」

一

品
、
折
箱

ハ
大
)
付
で

1
千
円

挙
式
時
聞
か
ら
お
聞
き
の
時

会

理

ど

〈
鶴
V
H
さ
し
み
、
す
も
の
、
あ

閉
ま
で
は

3
時
間
で
す
。

ハ

民

料

な
つ
も
の
、
洋
風
料
理
一
品
、
折
箱

挙
式
初
分
、
写
真
撮
影
叩
分

市

式

(

大
、
中
〉
付
で

1
千
5
百
円、

披
露
宴
2
時
間
)

一

除

そ
の
ほ
か
赤
飯
2
合
折
詰
百
円
J

マ
ご

招

待

状

油

明

訪

飯

2
合
折
箱
ハ
プ

ラ
久
チ

ッ
ク

土
日

ご
招
待
状
の
作
製
か
ら
発
送

紅
肺

製
品
)
3
百
円
、
各
折
箱
に
は
ナ

ま
で
お
世
話
し

て

お

り

ま

ナ

イ

ロ

ン

風

百

敷
が
つ
い

て

い
ま

が
、
こ
の
招
待
状
1
組
ハ
返
信
用

は

す

。

が
き
、
封
筒
、
送
料
金
み
)
の
価
格

ま
た
主
弁
当
(
ま
く
の
う
ち
U

は
鶴

は
次
の
と
お
り
。

が

2
u
m円
、亀
が
3
百
日
円
で
す
口

・
金
縁
2
つ
折
カ
ー

ド
の
も
の

1
組

・
茶
菓

別
組
の
場
合
H
百
2
円
、
初
組
日

制

コ

ー

ヒ
ー
、
ケ
ー

キ
、
フ
ル
ー

ツ
、

円
、
切
組

Hη
円

.シユ

ー
ス
な
ど
の
組
合
せ
で
、
鶴
は

・
2
つ
折
カ
l
ド
の
も
の

1
組
の
価
格

3
百
円
、
亀
は

5
百
円
で
す
。

別
組
の
場
合
H
位
円
、
叩
組
H
M
m
円
そ
の
ほ
か
引
出
物
の
お
世
話
も
し
て

切
組
H
位

円

お

り

ま

す

の

で

、

せ

い

ぜ

い

ご

利
用
く

・
片
面
カ
ー
ド
の
も
の

1
組
の
価
格

だ
さ
い。

配給米の小売価格
お米の配給小売価格がことしの 1月1日
から次のとおり変りましたの定、次におしら

せします。

(正味10キログラムにつき〉

_" 
、-

付

寄

動

(也

1
日
に
2
人
が
出
生

初
年
中
の
人
口
動
態

昨
年

1
年
間
の
人
口
動
態
は

出
生
が

7
百
何
人
で
犯
年
よ
り

あ
人
多
く
、

1
日
に
約
2
人
生

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
死
亡
は

3
百
刊
人
で
、
初

年
よ
り
7
人
多
く
叩
日
に

9
人

が
死
ん
で
い
る
計
算
に
な
り
ま

す
。
ま
た
婚
姻
は

4
百
刊
組
、

離
婚
は
訂
件
と
な
っ
て
い
ま

す。
ま
た
1
年
間
の
転
出
は

1
千

6
百
日
人
、
転
入
は

1
千
4
百

白
人
で
、
出
生
死
亡
に
よ
る
自

然
増
3
百

ω人
を
差
引
き
ま
す

と
、
人
口
は

2
百
臼
人
が
ふ
え

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

じコ 38年

恩m3Cfj干

郵
便
局
か
ら
|
|

簡
易
保
険
剰
余
金

(
分
配
金
)
が
ふ
え
る

郵
便
局
で
は
簡
易
保
険
の
加
入
を
ひ

各
一
ろ
く
す
す
め
て
国
民
生
活
の
安
定
充
実

働
一
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。
保
険
金
百
万
円

旧
一
引
き
あ
げ
、
3
倍
保
障

の
新
種
保
険

じ
一
ハ
ク
ロ
ー
バ
ー
保
険
〉
に
つ
づ
き
、
こ

〉
一
と
し

1
月
か
ら
は
満
期
お
よ
び
死
亡
の

く
-
際
、
保
険
金
と
と
も
支
払
わ
れ
る
剰
余

金
ハ
分
配
金
〉
を
大
巾
に
ひ
き
あ
げ
ま

し
た
。
そ
の
此
較
は
次
表
の
と
お
り
で

す。

屈設トド¥吋I8よZ門jμJよム4.，1凡P戸円凡訴呪可ヰ弓叫ω二九ι仏ωjムム16.，1同%弘似.A 4 
0年聾老老|♂ 月FJI<♂r月「| (Jl芯r;ff月月I( ~日f1? 月
ご=二二「一τす「一ヲ8一「一ヲ41-一ヲ「
三=さ=ト指徐トド契弊トμ警絵トド診
:主:三三=主=時長紅一→|一4務
J刈u寸 2耳町也-=1 <2ち号引) 1 (什166θ)I (け146θ)I (什12ヲ笥〉
月掛保険斜×上記の月数=剰余金
( )は改正前のもの

3o 


